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ズームアップ1 月 号は5 日新聞折込

年末年始 の
業務案内

新しい年を迎える準備はお済みですか

年末年始

清掃作業については
8 面をご覧ください

区の窓口業務
表1　 区の窓口業務休業日一覧表

※ 1=12月28日( 金) は、午後2時30分まで
※ 2= 女性総合センター女性相談室は、12月22 日から1 月7 日まで休業
※ 3=1月4日( 金) 、午前10時から、別館2階でホールなどの貸出抽選を行います
※ 4= 勤労福祉会館の3 月分施設利用抽選会は、1月7 日に行います
※ 生涯学習振興公社は、12月28日から1 月4 日の間、総合受付窓口( 宿泊施設予約
など) も休業

休 日 診 療 所
12月29日から1 月3 日まで、休日診療所を開設し ます。

なお、日曜・祝日も開設しています。
表2　 休日診療所一覧表

救急病院のご案内
消防テレホンサービス 　3212 ―2323
夜間休日診療機関等のご案内

健康案内ひまわり( 東京都保健医療情報センター) 　5272- 0303
※食中毒、感染症発生などの緊急の場合は、健康案内ひまわりにご連絡ください

区
内
官公

署

年
末
年
始
の
業
務
案
内

郵
便
局

▽
普
通
郵
便
局

表3　 郵便窓口業務時間一覧表

※ 貯金・保険窓口は、12月29日から1 月3 日まで取
り扱いません

▽
特
定
郵
便
局

年
末
=
1
2月
2
8日

ま
で

年
始
=
1

月
4
日

か
ら

▽
A
T
M
に
つ
い
て
は
、
1
月
1
日

か
ら
3
日
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん

問
先
=
足
立
郵
便
局

(
3
8
8
2
)
2
0
0
1

足
立
北
郵
便
局(

3
8
8
3
)
2
8
9
2

足
立
西
郵
便
局(

3
8
9
6
)
2
1
2
3

水
道
局

年
末
=
1
2
月
2
9
日
圉
、
午
後
5
時
1
5

分
ま
で
年
始
=
1
月
4
日
(
金
)
か
ら

※
夜
間
お
よ
び
休
み
期
間
中
の
水
漏

れ
な
ど
緊
急
の
場
合
は
、
水
道
局
荒

川
営
業
所
ま
で

問
先
=
荒
川
営
業

所

　
(
3
8
0
2
)
2
1
6
4

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
先
=
足
立
東
営
業
所

(
5
6
8
1
)
2
1
5
1

足
立
西
営
業
所(

3
8
9
6
)
4
2
2
1

税
務
署

年
末
=
1
2
月
2
8
日
面
ま
で
年
始
=

1
月
4
日
(
金
)
か
ら
※
休
み
期
間
中

に
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
税

務
署
玄
関
に
あ
る
「
時
間
外
文
書
収

受
箱
」
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署(

3
8
4
0
)
1
1
1
1

都
税
事
務
所

年
末
=
1
2
月
2
8
日
(
金
)
ま
で
年
始
=

1
月
4
日
(
金
)
か
ら
※
休
み
期
間
中

に
申
告
書
、
申
請
書
を
提
出
す
る
場

合
は
、
都
税
事
務
所
に
備
え
付
け
の

「
由
走
呈
骨
受
け
箱
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

問
先
=
足
立
都
税
事
務
所

(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

年末年始も戸籍関係届けを受け付けます

婚姻・出生などの届けは、年末年始も夜間・
休日受付窓口( 区役所中央館地下1 階) で受け
付けます。 問先= 戸籍届出係

3880- 5111( 代)

年末年始「はるかぜ」はダイヤを変更して運行します

『西新井駅～足立区役所～綾瀬駅』を運行しているコ
ミュニテイバスはるかぜは、12月29 日から31 日までを休
日ダイヤで、1 月1 日から3 日はダイヤを変更して運行
します。 問先= 日立自動車交通㈱5682- 6294

区長へのファクス

FAX3880- 5678
「区民の声」を
お待ちしています

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
足
立
の
今
昔

4
・
5
面
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
/
足
立
区
こ
の
1
年

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
1
3年
秋

の
叙
勲
・
褒
章
/
N
P
O

法
人
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
年
末
年
始
の
清
掃
作
業
/
区
民
編
集
員
募
集
/

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

葦
立
ち

極
め
る

早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
一
年
、
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
年
を
お
過
ご
し
に
な
り
ま

し
た
か
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
今
年
ほ
ど

日
本
人
が
注
目
を
集
め
た
年
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

米
大
リ
ー
グ
、
ア
メ
リ
カ
ン
ーリ
ー

グ
M
V
P
に
輝
い
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
の

活
躍
。
ま
た
、
昨
年
の
白
川
英
樹
氏
に

続
き
、
日
本
人
1
0人
目
と
な
る
野
依
良

治
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
。
こ
の
よ
う

な
活
躍
を
す
る
に
は
、
強
い
信
念
を
持

っ
て
日
ご
ろ
か
ら
努
力
を
し
て
き
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
精
神
一

到
、
何
事
か
成
ら
ざ
ら
ん
」
の
ご
と

し
。区

内
で
も
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

足
立
区
に
あ
る
玉
ノ
井
部
屋
(
梅
田

四
丁
目
)
、
栃
凛
凛
の
大
関
昇
進
。
ま

た
、
区
内
在
住
鵜
池
保
介
さ
ん
が
立
行

司
「
木
村
庄
之
助
」
を
襲
名
。
私
も
相

撲
は
大
好
き
で
、
ど
ち
ら
も
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

相
撲
の
世
界
は
大
変
厳
格
汝
潼
界
と

聞
き
ま
す
。
力
士
は
毎
日
の
稽
古
で
汗

を
流
し
、
そ
の
成
績
で
番
付
が
変
わ
り

ま
す
。
ま
た
行
司
は
相
撲
の
取
り
組
み

を
取
り
仕
切
り
、
そ
の
軍
配
の
さ
ば
き

方
ひ
と
つ
で
良
く
も
悪
く
も
な
る
、
ま

さ
に
進
行
の
一
切
を
主
導
す
る
立
場
に

あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。こ
れ
か
ら
も

お
二
人
に
は
多
く
の
名
勝
負
の
機
会
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

お
り
し
も
来
年
は
区
制
7
0周
年
。
こ

の
記
念
す
べ
き
年
を
、
区
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
私
も
一
番
一
番
大
切
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 13年12月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 284, 042 人口: 640, 358 人 ( 男: 323, 333 人、女317, 025人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは12
月26 日

から受け付け

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
(
一
部
自
己
負
担
)

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
と
し

て
、
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
予
防
接

種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
予
診
票
(
兼
申
込
書
)

な
ど
は
医
療
機
関
に
備
え
て
あ
り
ま

す
の
で
、
健
康
保
険
証
な
ど
を
持
参

し
、
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
る
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
高
齢
者
対
象
の
予
防

接
種
は
本
人
の
希
望
に
よ
る
も
の

で
、
受
け
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
実
施
期
限
=
1
4
年
2
月
2
8

日

実
施
で
き
る
医
療
機
関
=

「
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
実

施
医
療
機
関
」
の
表
示
の
あ
る
医
療

機
関
(
区
内
に
は
2
7
1機
関
)

※
他
区

の
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
す
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

対

象
=
区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
方
/

区
内
在
住
の
6
0歳
以
上
の
方
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
の
障
害

を
有
す
る
方
(
身
体
障
害
者
手
帳
1

赧
相
当
)

※
対
象
外
の
方
は
、本
人

の
全
額
負
担
に
よ
る
任
意
接
種
に
な

り
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
医
療
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

自
己
負
担

金
=
2
千
2
0
0
円

※
予
防
接
種
を
行

う
医
療
機
関
で
の
支
払
い
と
な
り
ま

す

自
己
負
担
金
(
実
費
)
免
除
の

方
=
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

な
ど

持
参
す
る
も
の
=
健
康
保
険

証
な
ど
(本
人
確
認
の
た
め
)

※
接

種
当
日
は
、
自
宅
で
体
温
を
測
っ
て

お
い
て
く
だ
さ
い

実
施
医
療
機
関
な
ど
、
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係
ま
た
は

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

表1　 保健総合センター
一覧表消

化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、

血
液
に
よ
る
検
査
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
と
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か

を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は

少
量
の
採
血
で
す
み
、
妊
娠
中
ま
た

は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
、
バ
リ

ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方

で
も
気
軽
に
受
診
で
き
ま

す
。
日
程
等
=
表
2

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃

の
病
気
で
治
療
中
の
方
は

除
く
。
妊
娠
中
の
方
は
ペ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み
可

内
容
=
①
血
液
検
査
に
よ

る
胃
が
ん
検
診
と
検
便
に

よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
X

線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん

検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸

が
ん
検
診

定
員
=
5
5～

6
0人

申
込
I
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

表
2
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①
血
液

検
査
②
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か
一
方

を
選
択
)
、検
診
日
、受
診
場
所
を
第
3

希
望
ま
で
明
記
。
後
日
、
受
診
票

と
案
内
を
送
付

期
限
=
受
診
希
望

月
の
前
月
1
5日
ま
で
に
必
着
(
2

月

を
希
望
す
る
場
合
、
1
月
1
5日
ま
で

に
必
着
)
。受
診
票
の
送
付
は
受
診
決

定
日
の
前
月
末
日
(
3

月
に
決
定
し

た
場
合
は
2
月
末
日
に
送
付
)
。
※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
受
診
日

が
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所

が
ほ
か
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療

放
射
線

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本

町
I
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表2　 消化器がん検診日程
( 1) 血液検査+検便

※印の日程は午後、それ以外は午前

( 2) X線撮影+検便

歯
周
病
健
診

歯
周
病
の
予
防
と
し
て
、
無
料
の

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
受

け
た
こ
と
の
あ
る
方
も
初
め
て
の
方

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
※
た
だ

し
1
年
度
に
I
回
の
み

対
象
=
4
0

歳
～
6
0歳
の
区
民

期
間
=
1
4年
3

月
末
ま
で

場
所
=
区
内
の
指
定
歯

科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な
ど

の
歯
科
健
診

定
員
1

千
4
0
0人
(

先

着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号

、
住
所

、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、年
齢
、性

別

、電
話
番
号

、「
歯
周
病
健
診
希
望

」

を
明
記

。
後
日

、
受
診
票
と
案
内
を

送
付

申
・
問
先
=

健
康
推
進
課
成

人
保
健
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央

本
町
I
-
1
7
1
1

女
性
が
ん
検
診
(
無
料
)

1
年
に
1
回
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
に
受
診

(誕
生
月
か
ら
半
年
以
内
)
さ
れ
た

方
は
、
今
年
の
誕
生
月
に
受
診
票
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
な
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。過
去
1
年
以
内
に
、

区
お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同
種
の
検

診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。
対

象
=
3
0
歳
以
上
の
女
性
区
民

内
容
=

乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
検
診

名
を
明
記

。
約
2
週
間
後
に
受
診
票

と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
健
康

推
進
課
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

す
こ
や
か
親
子
音
楽
交
流
会

親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
や
歌
で
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
、
ゆ
と
り
あ
る
子
育

て
を
し
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
1
4
年
1

月
1
1日
面
、
午
前
1
0時
～
正
午

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
I

歳
～
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

内
容
=
歌
や
リ
ズ
ム
遊

び
/
お
話

講
師
=
山
崎
浩
氏
(
声

楽
家
)

定
員
=
5
0組
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

13
年
度
第
4
回
足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
一
般

の
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
困
難
な

個
人
事
業
主
の
方
で
、
こ
の
融
資
を

受
け
る
こ
と
で
独
立
の
生
計
が
立
て

ら
れ
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方
・
:区
内
に
1
年
以
上
居
住
/
世

帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録
上
の

世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充

が
目
的
/
世
帯
員
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一

人
い
る
/
使
途
は
原
則
と
し
て
設
備

資
金

貸
付
額
=
I
世
帯
2
0
0
万
円
以

内
(
予
定
利
率
0
.
4
%、据
置
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月

据
置
後
6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
=

申
込
書
を
窓
口
に
持
参

※
用
紙

は
1
2月
2
5日
以
降
、
民
生
係
窓
口
、

各
区
民
事
務
所
(
中
央
本
町
区
民
事

務
所
を
除
く
)
、各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

、勤
労
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配

付
し
ま
す

受
付
期
間
=
1
4年
1
月
7

日
～
1
8日

申
・
問
先
=
民
生
係

表3　 福祉事務所一覧表

1 月の献血

在宅介護支援センター
14年1 月の家族介護者教室のご案内

健康カレンダー 1月の予定
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子
ど
も
の
ぜ
ん
息
教
室

日
時
=
1
4年
1
月
2
2日
脚
、
午
後
2

時
～
4
時

場
所
=
区
役
所
南
館
杪一

階

対
象
=
区
内
在
住
の
ぜ
ん
息
児

と
そ
の
家
族

定
員
=
2
0人
(
先
着

順
)

内
容
=
講
演
「
ぜ
ん
息
を
理
解

し
よ
う
」/
個
別
相
談

講
師
=
千

葉
隆
氏
(
日
本
医
科
大
学
附
属
病
院

医
師
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

※
保
育
あ
り
(
事
前
に
必
ず
電

話
予
約
)

申
・
問
先
=
公
害
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
証
書
を
送
付
し
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
で
、1
3年
度
の
現
況
届

を
期
限
内
に
提
出
し
た
方
に
、
1
0月
書
H

月
・
1
2月
と
3
回
に
分
け
て
証
書

を
送
付
し
ま
し
た
。
現
況
届
の
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
至
急
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所

得
超
過
で
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る

方
に
は
、
支
給
停
止
通
知
の
み
で
証

書
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

東
部
・
西
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
療
法
士
。
看
護
婦
(
士
)
な
ど
が

相
談
を
受
け
、
指
導
、
訓
練
、
専
門

機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ど
で
身

体
が
不
自
由
に
な
っ
た
方
の
リ
ハ
ビ

リ
訓
練
に
つ
い
て

□
言
語
訓
練
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ど
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い

方
の
言
語
の
訓
練
に
つ
い
て

□
補
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
義
足
、
義
手
、
つ

え
や
車
い
す
な
ど
の
製
作
、
修
理
や

福
祉
機
器
に
つ
い
て

□
自
助
具
相
談

調
理
、
更
衣
、
入
浴
、
排
せ
つ
動

作
な
ど
を
行
い
や
す
く
す
る
よ
う
な

道
具
の
紹
介
や
動
作
に
つ
い
て

□
生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
な
ど
の
相
談

や
福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

□
健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
。
増
進
に
つ

い
てこ

の
ほ
か
、
個
人
の
状
態
に
応
じ

た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
通
所
訓
練
に
つ
い
て

の
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
※
送
迎
バ
ス
も
利
用
で
き
ま

す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い

場
・
申
・

問
先
=
▽
国
道
4
号
線
の
東
側
お
よ

び
千
住
地
区
の
方
…
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー(

5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
国
道
4
号
線
の
西
側
お
よ
び
宮

城
・
小
台
地
区
の
方
…
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

満
7
0
歳
に
な
る
方

、

都
外
か
ら
転
入
し
た
方
の

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付
に
つ
い
て

□
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付

対
象
=
都
民
の
方
で
、
満
7
0歳
に
な

る
月
の
初
B
か
ら
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
(
た
だ
し
、高
齢
者
福
祉
手
当

受
給
者
お
よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
者
は
除
き
ま
す
)
交
付
場

所
等
=
表
4
交
付
方
法
=
次
の
も

の
を
持
参
し
、バ
ス
事
業
者
の
窓
口

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▽
1
3
年

度
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
・
・
・

2
万
5
1
0
円
/
健
康
保
険
証
や
@
医
療

受
給
者
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

な
ど
。
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
も
の

▽
1
3年
度
住
民

税
が
非
課
税
の
方
・
:千
円
/
健
康
保

険
証
や
②
医
療
受
給
者
証
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
な
ど
、住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
/
平

成
1
3年
度
(
非
)
課
税
証
明
書
ま
た

は
介
護
保
険
料
決
定
(
変
更
)
通
知

書□
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
利
用
方
法

乗
車
の
際
、
カ
ー
ド
読
み
取
り
機

に
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
運
転

手
に
提
示
し
て
乗
降
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
(
社
)
東
京
バ
ス
協
会

(
3
3
7
9
)
2
4
4
1

ま
た
は
在
宅
支
援
係

表4　 シルバーパス交付場所等一覧表

※ 年末年始の取り扱いは、各発行場所にお問い合わせください

江
北
健
康
大
学
(
6
日
制
)

『
あ
た
ら
し
く
　
素
敵
に
生
き
る
』

心
も
か
ら
だ
も
う
つ
く
し
く
!
　

素
敵
な
生
き
方
、見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
程
等
=
表
5
　
対
象
=
4
0歳
以
h

の
方

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表5　 健康大学日程表

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分( 1月21日のみ4時まで)

網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
会
に

よ
る
中
途
視
覚
障
害
講
演
会

日
時
=
1
4年
1
月
2
6日
出
、
午
前
1
0

時
～
正
午

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ

ー

対
象
=
中
途
視
覚
障
害
者
ま
た

は
家
族
。
関
心
の
あ
る
方

内
容
=

講
演
「
見
え
に
く
い
っ
て
、
ど
ん
な

こ
と
?
」
/
視
力
障
害
体
験
談
な
ど

講
師
=
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
職
員

定
員
=
5
0人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
も

っ
た
相
談
員
が
、相
談
を
受
け
ま
す
。

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表6　1 月の 相談実施日

足立の

今
昔
(

8
)

富
士
塚

初
夢
と
し
て
、
縁
起
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
富
士
山
。
そ
の
富
士
山
に

ま
つ
わ
る
場
所
が
区
内
に
存
在
し
ま

す
。
そ
れ
は
富
士
塚
と
呼
ば
れ
、
人

為
的
に
小
高
く
盛
り
土
や
積
み
石
を

し
た
塚
で
す
。

富
士
山
に
対
す
る
信
仰
は
昔
か
ら

根
強
く
、
庶
民
の
間
に
広
く
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
富
士

山
の
形
に
似
せ
た
塚
を
築
き
、
信
仰

の
対
象
と
し
て
拝
む
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
富
士
山
に
直
接
祈
願
に
行

け
な
い
人
た
ち
が
富
士
塚
に
登
り
祈

願
す
る
こ
と
で
ゝ
富
士
登
山
を
し
た

の
と
同
じ
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
富
士
塚
の
歴
史
は
江

戸
時
代
の
中
期
、
安
永
8
年
(
1
7
7
9

年
)
に
始
ま
り
、
文
化
・
文
政
(
1
8
0
4

～
1
8
3
0

年
)
の
最
盛

期
に
は
関
東
一
円
に
続
々
と
築
か
れ

ま
し
た
。
現
在
2
3区
で
約
4
0基
、
区

内
に
は
8
基
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て

、
実
物
の
富
士
山
は
天
気
の

良
い
晴
れ
渡
っ
た
日
に
区
内
か
ら
で

も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う

少
し
で
新
年
。
皆
さ
ん
は
実
物
の
富

士
山
。
富
士
塚
、
初
夢
、
ど
の
富
士

に
願
い
を
か
け
ま
す
か
。《
広
報
課
》

▲ 大川町氷川神社の富士塚( 千住大
川町12- 3)

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
1
4年
3
・
4
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
振
興
公

社
の
各
施
設
(
わ
た
し
の
便
利
帳
4
4

ペ
ー
ジ
参
照
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る

申
込
ハ
ガ
キ
(
5
0円
)
に
、
必
要
事
項

を
記
人
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
I
グ

ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

期
間
=
1

月
5
日
～
1
0
n必
着
(
抽
選
結

果
を
1
月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
)

当
選
者
受
付
=
2

月
7
日
ま

で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
予
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

□
空
き
室
の
利
用

《
1
4年
3
・
4
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回

は
2
月
8
日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設

で
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
1
2
月
分
・
1
4
年
1
・
2
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
※
仮
予
約
後
、3
日
以
内

に
お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を

過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り

ま
す
(
申
し
込
み
は
利
用
日
の
3
日

前
ま
で
で
す
)

● 各施設利 用案内　14年3 ・4 月利 用分

※ 利用申込は2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
※ 「那須・森の家」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせくださ
い
※ 「湯河原あだち荘」と「那須・森の家」の3 月および4 月の休館日に注意してくだ
さい
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14年1 月

コミュ ニ ティバス第 2
弾

が運行開始
コミュニティバス「はるかぜ　綾

瀬～六木コース」が1 月14日( 予定)
に運行を開始します。区内では「はる
かぜ 綾瀬～区役所～西新井コー
ス」に続く第2 弾となります。
この路線により、綾瀬駅バスターミ

ナルから東綾瀬小学校、東部障害福
祉総合センターを経て、六木都住まで
の約6. 5kmが約25分で結ばれます。

▲ バスのデザイン( イメージ図)

□
足
立
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

事
業
の
進
め
方
は
、
バ
ス
事
業
者

が
独
自
に
運
行
し
、
区
が
走
行
環
境

な
ど
の
整
備
を
行
ラ
方
法
で
す
。

新
し
く
走
る
バ
ス
は
、
小
型
で
小

回
り
が
き
き
、
昇
降
リ
フ
ト
付
き
で

す
。こ
の
た
め
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
育
成
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
障

害
の
あ
る
方
も
安
全
に
乗
り
降
り
で

き
る
、
便
利
で
快
適
な
バ
ス
で
す
。

図1　運行予定路線( 停留所名は表1)

運 行 内 容
◎ 車両　小型バス( 37 人乗り)
◎ 料金　大人200 円
( 予定) 小学生100円

※ シルバーパスが使えます
※ 身障者割り引き等あり
※ 料金や定期券の販売など
について、くわしくは、
朝日自動車(株)へ

048- 978- 5021

表1　 はるかぜ停留所一覧

※は、既存のバス停を利用

表2　 主な停留所の時刻表
綾瀬駅→六ツ木都住方面( 平日)

綾瀬駅→六ツ木都住方面 ( 土・日・祝日)

六ツ木都住→綾瀬駅方面 ( 平日)

六ツ木都住→綾瀬駅方面 ( 土・日・祝日)

◎ 停留所ごとの時刻表については、足立区ホーム
ページ( アドレスは1 面の右上参照) やファクス
情報サービス( 3889- 3399 に電話→ファクス情
報の「9 」を選択→コード番号「1537 」→「# 」
→「スタートボタン」を押し受話器を置く) でご
覧になれます 問先= 広報係 　3880 ―5815

国
際
興
業
バ
ス
(
赤
2
3
、
2
4
、
2
7
、
2
7
-
2
)

全
便
が
西
新
井
駅
に
乗
り
入
れ
し
ま
す

国
際
興
業
バ
ス
は
、
西
新
井
駅
西

口
の
駅
前
広
場
が
狭
い
こ
と
か
ら
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど
が
西
新
井
警
察
署

前
の
発
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
駅
前
広
場
付
近
に
新
た

な
バ
ス
発
着
場
所
を
設
置

し
、
1
4年
1
月
1
6日
(
予
定
)

か
ら
、
次
の
4
系
統
全
便
が

駅
に
乗
り
入
れ
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
従
来

の
西
新
井
警
察
署
前
(
環
七

内
回
り
側
)
は
廃
止
し
ま
す
。

▽
赤
2
3
、
赤
2
4・
:赤
羽
駅
東

口
～
荒
川
大
橋
～
西
新
井
駅

▽
赤
2
7
:
赤
羽
駅
東
口
～
環

七
経
由
～
西
新
井
警
察
署

▽
赤
2
7
1
2
:
赤
羽
車
庫
～
環
七
経

由
～
西
新
井
警
察
署

問
先
=
交
通
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
6

図2　国際興業バス停(西新井駅西口)

コミュニティバスについて
お問い合わせは
交通計画係へ

3880- 5936

足立区この1 年
平成13年( 2001 年)

21世紀の幕開けとなったこの1 年は、大きな事
件に揺れた年でした。
区では、現在の社会状況の変化と厳しい財政状

況に対処するため、区民の皆さ4 と協働で進める
抜本的な改革に取りかかった孥となりました。
この1 年を、区政の主なできごとを中心に振り

返ります。 《広報係》

1 月
1
日

新
世
紀
を

記
念
し
た
婚

姻
届
特
別
受

け
付
け
に
、
2
0
2

組
が
届
け

出
(
区
役
所
)

1
日

足
立
区
情

報
公
開
条
例

施
行
。こ
れ
ま
で
の
公
文
書
公
開
条
例

を
全
部
改
正
。

1
日

足
立
区
議
会
情
報
公
開
条
例
施
行

8
日

成
人
の
日
の
集
い
(
東
京
武
道
館
)
。

区
内
の
新
成
人
は
6
千
7
2
4人

1
7日

足
立
区
行
政
改
革
大
綱
(
第
三
次
)
を

策
定

▲ 記念すべき日の婚姻
届受領証を交付

2 月
2
日
1
7
年
開
通
予
定
の
常
磐
新
線
の
名
称

が
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
に
決
定

2
7日

竹
ノ
塚
駅
西
口
に
車
い
す
対
応
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
。福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
の
一
環

*
「
足
立
区
総
合
実
施
計
鹵
(
1
3～
1
5年
度
)
」

を
策
定
。「
足
立
区
第
四
次
基
本
計
画
」
を

区
が
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
計
画

*
あ
だ
ち
広
報
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
制
作
に
あ

た
る
区
民
編
集
員
が
活
動
開
始
(
8
面
参
照
)

3 月
2
4日

北
千
住
駅
西
口
地

区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
起
工
式
。

区
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
入
る
再
開

発
ビ
ル
は
1
6年
春
竣

工
予
定

2
4日

伊
興
北
の
根
公
園
(
伊
興
本
町
一
丁
目
)
が

開
園
。景
観
や
防
災
な
ど
公
園
づ
く
り
の
課
題

に
近
隣
住
民
の
方
が
取
り
組
ん
だ

2
7日

島
根
三
・
四
丁
目
の
補
助
第
2
5
5
号
線
南
側
が

開
通
。地
元
住
民
に
よ
る
開
通
式
が
行
わ
れ
た

3
0日
1
3
年
度
一
般
会
計
予
算
(
2
千
1
1
9億円
)
お

よ
び
4
特
別
会
計
予
算
が
区
議
会
で
可
決

▲ 起工式のくわ入れ

4 月
1
日

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
。
エ
ア
コ
ン
・
テ

レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ヘ

1
日

弘
道
小
・
弥
生
小
・
竹
の
塚
小
の
学
校
内
に
学
童

保
育
室
を
設
置

1
日

「
E
N
(
援
・
縁
・
円
)
ネ
ッ
ト
」
を
、
足
立
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
。
企
業
や
区

民
向
け
の
産
業
情
報
を
発
信

6
日

足
立
入
谷
小
の
最
初
の
入
学
式
。
入
谷
小
と
入
谷

南
小
の
統
合
新
校

1
1
日
「
区
長
一
日
相
談
」
を
実
施
。
区
長
が
直
接
区
民
か

ら
の
相
談
に
応
じ
た

2
8・
2
9日

春
の
叙
勲
・
褒
章
、
区
関
係
で
1
5人
が
受
章

*
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
の
実
施
校
を
4
6校
に
増

加
・
:
1
4年
度
は
全
区
立
小
・
中
学
校
で
実
施
予
定

*
高
齢
者
保
健
福
祉
施
設
「
中
央
本
町
≒
い
ず
み
≒
は

ご
ろ
も
」
が
開
設

5 月
1
日

北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、証
明

書
即
時
交
付
を
午
後
7
時
ま
で
延
長
(
毎

月
の
最
終
業
務
日
を
除
く
)

3
日

区
内
で
も
I
T
講
習
会
を
開
始
。初
心

者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン

指
導
を
、
1
4年
2
月

ま
で
約
千
回
・
2
万

人
を
対
象
に
行
つ

2
2日

「
あ
だ
ち
1
万
人

の
介
護
者
家
族
会
」

設
立
総
会
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
の
市
民
活
動
組
織

*
高
齢
者
保
健
福
祉
施
設
「
伊
興
園
≒
常
楽
」

が
開
設

▲ 人気のI T 講習会

6 月
1
1
日
小
・
中
学
校
の
学
校
選
択
制
度
を

1
4年
度
入
学
者
か
ら
実
施
す
る
た

め
、第
1
回
学
校
公
開
を
行
つ
了
1
5

日
)

2
4日

都
議
会
議
員
選
挙
。区
内
の
不
在

者
投
票
所
を
5
ヵ
所
に
増
加

2
5日

「
健
康
あ
だ
ち
2
1
」
運
動
組
織

決
定
。
生
涯
を
元
気
に
過
ご
す
た

め
の
新
し
い
健
康
づ
く
り
運
動

7 月
2
5日

姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ト
市
に
、区
内

中
学
生
の
親
善
大
使
が
訪
問
(
～
8
月
4

日
)
。
今
回
か
ら
私
立
中
学
生
も
参

加

2
6日

第
2
3回
足
立
の
花
火
大
会
(
荒
川
河

川
敷
)
。
1
万
発
の
花
火
に
観
客
5
4万

人
が
酔
い
し
れ
た

2
9日

参
議
院
議
貝
選
挙
。比
例
代
表
に
初

め
て
非
拘
束
名
簿
式
を
導
入

▲ 足立の花火大会

8 月
1
日

都
が
独
自
に
基
準
を
定
め
制
度

化
し
た
最
初
の
認
証
保
育
所
が
、北

千
住
駅
ビ
ル
内
に
開
園

2
2日

区
観
光
協
会
が
、コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
る
か
ぜ
を
模
し
た
「
は
る
か

ぜ
チ
ョ
ロ
Q
」の
限
定
販
売
を
開
始

2
9日

六
月
二
丁
目
・
島
根
四
丁
目
の
補

助
第
2
5
5
号
線
が
開
通
し
、地
元
住
民

に
よ
る
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。環
七

以
北
の
区
間
が
全
面
開
通

9 月
8
日

第
2
回
足
立
凧
ま
っ
り
開
隹
(
荒
川
河

川
敷
)
。
手
づ
く
り
の
和
凧
約
2
千
5
0
0個

を
親
子
で
あ
げ
た

1
5日

第
3
0回
タ
ー
ト

ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
兼
第
4
回
バ

リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー

ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

会
(
荒
川
河
川

敷
)
。足
立
区
で
3

回
目
の
開
催
に
約
4

千
人
が
参
加

2
8日

干
住
地
区
に
お
け
る
、
1
4年
以
降
に
統

合
す
る
新
校
校
名
決
定
。千
寿
小
/
千
寿

常
東
小
/
千
寿
青
葉
中
/
千
寿
桜
堤
中

▲ タートルマラソン

10 月

1
日

区
民
の
日
。由
来
・
:昭
和
7
年
に
区

制
施
行
し
た
同
日
を
、区
の
自
治
を
発

展
さ
せ
る
日
と
し
て
昭
和
5
7年
に
条

例
化
。来
年
は
区
制
7
0周
年
に
あ
た
る

1
日

足
立
区
功
労
者
2
0
3
人
を
表
彰

7
・
8
日

第
2
回
千
住
エ
キ
ソ
チ
ッ
ク
フ

エ
ア
。
大
道
芸
や
世
界
の
縁
日
、ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
、ま
ち
の
活
性
化
を

図
る
地
域
の
ま
つ
り

1
3・
1
4日

あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
「
A
-
F
e
s
t
a
2
0
0
1

」
(
荒
川
河
川

敷
)
。
様
々
な
隹
し
に
3
6万
人
が
来
場

1
5日

小
・
中
学
校
の
第
2
回
学
校
公
開
(

～
2
6日
)
。
保
護
者
は
希
望
選
択
票

を
教
育
委
員
会
に
提
出

2
2日

足
立
区
被
災
市
街
地
復
興
整
備
条

例
施
行
。
震
災
復
興
に
お
け
る
、ま
ち

づ
く
り
の
手
順
を
示
す

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
の
大
道
芸

11 月
2
・
3
日

秋
の
叙
勲
・
褒
章
、
区
関

係
で
1
6人
が
受
章
(
7
面
参
照
)

8
日

「
2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン
」

西
綾
顴
二
丁
目
共
同
住
宅
の
購

入
希
望
者
登
録
を
受
付
開
始
。定

期
借
地
権
を
利
用
し
た
2
千
万

円
台
の
住
宅

*
高
齢
者
保
健
福
祉
施
設
「
イ
ー
ス

ト
ピ
ア
東
和
≒
み
ん
な
の
家
花
畑
一

丁
目
」
が
開
設

2001
12 月

1
4日

大
関
に
昇
進
し
た
栃
東

関
(
玉
ノ
井
部
屋
)
に
、

区
が
特
別
体
育
功
労
賞
を

贈
呈

◎
あ
だ
ち
広
報
ズ
ー
ム
ア

ッ
プ
1
4年
1
月
5
日
号
(
新

聞
折
り
込
み
)
で
は
、
1
4年

の
歳
時
記
を
掲
載
し
ま
す

《
来
年
も
よ
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
》
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは12
月28 日

から受け付け

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
=
1
4年
1

月
1
2日
倒
、
午
前
H
時

内
容
=

「
ふ
る
さ
と
の
伝
承

雪
の
下
で
祝

う
～
中
国
山
地
正
月
の
食
習
～
」

(
4
5分
間
)
…
中
国
地
方
の
正
月
儀

礼
と
そ
の
風
土
に
根
ざ
し
た
儀
礼
食

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

費
用
=

無
料

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

新
春
・

千
寿
七
福
神
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
を
、
家
族

や
仲
間
と
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
1
月
4
日
㈲
、
午
前
9
時
3
0

分
～
1
0時
3
0分
受
付
(
随
時
出
発
)

※
荒
天
中
止

集
合
場
所
=
千
寿
小

学
校
(
千
住
I
-
2
5
-
I
)

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
5
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ

費
用
=
1
人
1
0
0

円
(
保
険
料
)

申
込
=
当
日
直
接

集
合
場
所
へ

問
先
=
体
育
振
興
担

当
課

　
(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

初
釜
・
謡
・
お
囃
子

す
べ
て
1
4年
1
月
1
3日
向
開
催
で

す
。

□
初
釜
の
会

時
間
=
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
3
時

内
容
=
小
林
仙
利
社
中
に
よ
る
お
点

前

□
謡

時
間
=
午
前
H
時
3
0分
、
午
後
1
時
3
0

分
の
2
回

内
容
=
足
立
謡
曲
連

盟
に
よ
る
謡

□
郷
土
芸
能
鑑
賞
会

時
間
=
午
前
H
時
、
正
午
の
2
回

内
容
=
島
根
ば
や
し
連
中
、
柳
原
箕

輪
囃
子
連
、
高
砂
祭
囃
子
保
存
会
に

よ
る
寿
獅
子
の
上
演
や
お
囃
子
の
演

奏

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

費
用
=

無
料

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
4年
1
月
1
4日
㈲
、
午
後
0

時
3
0分
受
付
開
始
・
1
時
3
0分
開
会

場
所
=
東
京
武
道
館
(
綾
瀬
駅
下
車

徒
歩
5
分
)

対
象
=
昭
和
5
6年
4

月
2
日
～
5
7年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方

※
案
内
状
を
持
参
9
?
兄
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
会
場
お
よ
び
付
近

に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で

の
来
場
は
お
断
り
し
ま
す

問
先
=

生
涯
学
習
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

七
草
が
ゆ
の
つ
ど
い

七
草
が
ゆ
を
食
べ
、
一
年
間
の
無

病
息
災
を
祈
り
な
が
ら
、
三
世
代
交

流
を
図
り
ま
す
。

日
時
=
1
4年
1

月
9
日
㈲
、
午
後
3
時

対
象
=
幼

児
(
保
護
者
同
伴
)
、
小
学
生
、
一
般

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

費
用
=

無
料

場
・
問
先
=
西
部
児
童
館
・
老

人
館

　
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

▲ 春の七草展示会( 14 年1
月5 日～15 日、区役所1　
階区民ロビーで開催しま
す)

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

放
送
大
学
(
教
養
学
部
)

1
4年
度
第
1
学
期
生
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大

学
で
す
。
4
年
以
上
在
学
し
所
定
の

単
位
を
修
得
す
れ
ば
、「
学
士
(
教

養
)

」の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。幅

広
い
分
野
の
約
3
0
0科目
を
そ
ろ
え
、
I

科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
1
8歳

以
上
な
ら
、
だ
れ
で
も
全
科
履
修
生

と
し
て
、
ま
た
、
1
5歳
以
上
な
ら
、

だ
れ
で
も
選
科
・
科
目
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。

短
期
大
学
や
一
定
の
基
準
を
満
た

す
専
修
学
校
専
門
課
程
な
ど
か
ら

も
、
3
年
次
編
入
学
が
で
き
ま
す
。

「
教
育
訓
練
給
付
制
度
厚
生
労
働
大

臣
指
定
講
座
」
も
利
用
で
き
ま
す
。

募
集
学
生
=
全
科
履
修
生
・
:
卒
業
を

め
ざ
す
学
生
/
選
科
履
修
生
・
:
1
年

間
在
学
す
る
学
生
/
科
目
履
修
生
・
:
I

学
期
間
(
6
ヵ
月
)
在
学
す
る
学

生□
1
4年
4
月
か
ら
大
学
院
生
(
文
化

科
学
研
究
科
文
化
科
学
専
攻
)
受
け

入
れ
開
始

修
得
単
位
は
、
修
士
全
科
生
と
し

て
入
学
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
修

了
す
る
た
め
の
単
位
に
使
え
ま
す
。

教
員
の
専
修
免
許
状
取
得
に
も
利
用

で
き
ま
す
。

対
象
=
1
8歳
以
上

募
集
人
員
=
1
万
人

―
―
い
ず
れ
も
―
―

く
わ
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

出
願
期
限
=
1
4年
2

月
1
5日

要
項
請
求
・
問
先
=
放
送

大
学
東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
0

・
0
0
3
4
千
住
5
-
1
3
-
5学

び
ピ
ア
2
1内

(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

要
項

請

求

フ
リ

ー
ダ
イ

ヤ

ル

0
1
2
0
(
8
6
4
)
6
0
0

放

送
大

学

ホ

ー
ム

ペ
L

ン
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p
/
h
p

く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは12
月28 日

から受け付け

保
育
料
徴
収
嘱
託
員

(非
常
勤
職
員
)
募
集

採
用
予
定
=
1
4年
2
月
1
日

対
象
=

債
権
回
収
に
意
欲
の
あ
る
区
内
在

住
の
方

内
容
=
保
育
料
滞
納
者
へ

の
督
促
お
よ
び
徴
収
(
自
転
車
な
ど

で
訪
問
)

勤
務
条
件
=
月
1
8日
勤

務
(
土
・
日
曜
日
、
夜
間
勤
務
が
可

能
な
方
)

報
酬
=
基
本
給
…
日
額
5

千
5
6
0
円
十
能
率
給
/
賞
与
な
し

雇
用
期
間
=
原
則
と
し
て
1
年
(
成

績
を
考
慮
の
う
え
更
新
可
)

定
員
=

若
干
名

面
接
日
=
1
4年
1
月
1
5

日
予
定
(
書
類
選
考
合
格
者
の
み
)

呻
込
=

履
歴
書
(
自
筆
・
写
真
貼

付
)

、
作
文
(
題
名
=

「
訪
問
徴
収

の
心
構
え
」
…
市
販
の
原
稿
用
紙
で
8
0
0

字
程
度
)
を
郵
送
ま
た
は
持
参

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

期

限
=
1
4
年
1
月
7
日
必
着

申
・
問

先
=
児
童
調
整
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

上
総
湊
健
康
学
園

入
園
説
明
会

1
4年
度
の
上
総
湊
健
康
学
園
入
園

児
童
を
募
集
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の

健
康
回
復
・
増
進
を
考
え
て
い
る
保

護
者
の
方
は
、
説
明
会
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
=
1
4年
1
月
1
9日

倒
、
午
後
2
時

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1

第
3
研
修
室

対
象
=
小
学
校
2

～
5
年
生
で
、
ぜ
ん
息
・
肥
満
・
偏

食
・
虚
弱
な
ど
の
児
童
と
そ
の
保
護

者

内
容
=
健
康
学
園
の
先
生
、
保

育
士
が
ビ
デ
オ
な
ど
を
使
っ
て
学
園

生
活
を
説
明

問
先
=
学
校
保
健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
1

掲
示
板

□
第
1
5
2回東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

の
傍
聴
者
受
け
付
け

日
時
=
1
4年
2
月
1
3日
㈲
、
午
後
1

時

場
所
=

都
庁

定
員
=
1
5
人
(

抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
「
審
議
会

傍
聴
」
と
明
記

期
限
=
1
4年
2
月
1

日
必
着

申
・
問
先
=
〒
1
6
3・8
0
0
1

都
・
都
市
計
画
局
都
市
計
画

課

　
(
5
3
8
8
)
3
2
5
4

□
年
末
年
始
テ
ニ
ス
講
習
会

▽
硬
式
テ
ニ
ス

日
時
=
1
2月
3
0日

～
1
4年
1
月
3
日
、
午
前
1
0時
～
午

後
4
時

※
1
月
1
日
は
午
前
H
時

～

場
所
=
竹
の
塚
第
六
公
園
、
上

沼
田
東
公
園

問
先
=
庭
球
協
会
・

中
田

　
(
3
8
9
7
)
5
4
3
8

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

日
時
=
1
4年
1

月
1
日
～
3
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
4

時

※
1
月
1
日
は
正
午
～

場

所
=
千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園

問
先
=

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
鹿
角

(
3
8
8
8
)
3
7
0
6

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤

費
用
=
5
0
0

円

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
程
等
=
い
ず
れ
も
全
1
0回

①
1

月
1
5日
か
ら
毎
週
火
曜
日
…
竹
の
塚

フ
ジ
ボ
ウ
ル
(
昼
の
部
)
/
西
新
井

ラ
ッ
キ
ー
レ
ー
ン
(
夜
の
部
)

②
1

月
1
6日
か
ら
毎
週
水
曜
日
・
:北
千

住
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
(
昼
の

部
・
夜
の
部
)

③
1
月
2
1日
か
ら

毎
週
月
曜
日
・
:西
新
井
ラ
ッ
キ
ー
レ

ー
ン
(
昼
の
部
)

費
用
=
I
回
千
2
0
0

円
(
別
に
、
教
本
代
千
円
・
貸
し

靴
代
)

申
・
問
先
=
足
立
区
ボ
ウ

リ
ン
グ
連
盟
・
浪
岡
(
マ
ル
ア
イ
ボ

ウ
リ
ン
グ
内
)(

3
8
8
2
)
1
9
0
1

□
ア
レ
ル
ギ
ー
と
の
つ
き
合
い
方
～

ぜ
ん
息
予
防
等
講
演
会

日
時
=
1
4年
2
月
1
5日
㈲
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時

場
所
=
都
議
会
議

事
堂
I
階
都
民
ホ
ー
ル

定
員
=
3
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
(
ガ
キ
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
「
ぜ
ん
息
予
防
等

講
演
会
」
、
質
問
事
項
を
明
記

申
・
問
先
=
〒
1
6
3
・
8
0
0
1
都
・

衛
生
局
環
境
保
健
課

(
5
3
2
0
)
4
4
9
4

F
A
X
(
5
3
8
8
)
1
4
3
1

□
荒
川
堤
防
の
芝
焼
き
に
ご
協
力
を

関
係
消
防
署
と
連
絡
を
密
に
し
、

災
害
防
止
・
安
全
等
に
細
心
の
注
意

を
は
ら
い
ま
す
。

期
間
=
1
4年
1

月
中
旬
か
ら
約
1
ヵ
月

問
先
=
荒

川
下
流
工
事
事
務
所

▽
西
新
井
橋
か
ら
下
流
・
:小
名
木
川

出
張
所

(
3
6
8
1
)
6
1
3
1

▽
西
新
井
橋
か
ら
上
流
…
岩
淵
出
張

所

　
(
3
9
0
1
)
4
2
4
0

□
警
察
に
電
話
で
相
談
す
る
場
合
は

「
一
一
○
番
」の
件
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
緊
急
時
の
事
件
・
事
故
以

外
の
電
話
は
次
の
と
こ
ろ
ヘ

▽
警
視
庁
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

(
3
5
0
1
)
0
1
1
0

プ
ッ
シ
ュ
回
線
は
、
#
9
1
1
0

▽
千
住
警
察
署(

3
8
7
9
)
0
1
1
0

▽
西
新
井
警
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

▽
綾
瀬
警
察
署(

3
6
2
0
)
0
1
1
0

▽
竹
の
塚
警
察
署

(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

※
犯
罪
被
害
に
遭
い
多
く
の
悩
み
を

抱
え
る
方
へ
の
「
犯
罪
被
害
者
相
談

窓
囗
」
が
各
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)

□
予
備
自
衛
官
補
(
新
制
度
)
公
募

採
用
後
、
所
定
の
教
育
訓
練
(
有

償
。
一
般
公
募
5
0日
、技
能
公
募
1
0

日
)
終
了
後
に
予
備
自
衛
官
に
任
用

し
ま
す
。そ
れ
ま
で
は
防
衛
・
災
害
招

集
に
応
じ
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
先
=
自
衛
隊
・
足
立
募
集
事
務
所

　
(
3
8
8
1
)
8
0
9
6

□
民
事
裁
判
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
募
集

日
時
=
毎
月
1
0日
、
午
後
O
時
3
0分

※
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
中
止

内
容
=
裁
判
官
に
よ
る
民
事
裁
判
の

手
続
き
説
明
、
傍
聴

申
込
=
(

ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名
、
電
話

番
号
、
人
数
、
「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参

加
申
し
込
み
」
と
明
記

期
限
=
毎

月
7
日
必
着

申
・
問
先
=
東
京
地

方
裁
判
所
広
報
係

〒
1
0
0・8
9
2
0

千
代
田
区
霞
が
関
I
-
I
-
4

(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

陬皿
(
3
5
8
1
)
1
5
8
3

14年1 月の
図書館休館日

館内消毒などのため、一部の区立図

書館が臨時休館となります。ご不便を
おかけしますが、開館中の図書館をご
利用ください。 ※年末年始の休館に

ついては、1面の表1を参照
問先= 中央図書館 　5813 ―3740
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国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度
の

適
用
拡
大

昼
間
部
の
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
等
に
在
学
す
る
学
生
に
加
え
、
1
4

年
4
月
か
ら
、
夜
間
部
や
通
信
制
に

在
学
す
る
学
生
も
保
険
料
納
付
猶
予

の
対
象
と
な
り
ま
す
(
所
得
基
準
あ

り
)
。

申
請
受
け
付
け
は
、
1
4年
4
月
以

降
に
区
役
所
国
民
年
金
課
、
区
民
事

務
所
窓
口
で
行
い
ま
す
。

問
先
=

国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

【
特
別
区
民
税
・
都
民
税

国
民
健
康
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
】

口
座
振
替
に
す
る
と
、
各
納
期
ご

と
に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
た
め
、
便
利
で
安
心
で
す
。

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、

通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持

参

申
先
=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、

ま
た
は
区
担
当
窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
=
▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
…

納
税
課
収
納
係(

3
8
8
0
)
5
2
3
8

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:国
民
健
康
保

険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
2

▽
国
民
年
金
保
険
料
・
:
国
民
年
金
課

保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

高
額
療
養
資
金
の

貸
付
制
度

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
病

気
や
負
傷
に
よ
り
、
一
時
的
に
高
額

な
医
療
費
の
支
払
い
が
必
要
と
な

り
、
そ
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

に
、
世
帯
主
に
対
し
必
要
な
資
金
を

お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

貸
付
額
は
、
保
険
診
療
に
該
当
す

る
項
目
の
う
ち
、
法
令
で
定
め
る
高

額
療
養
費
に
該
当
す
る
費
用
の
9
割

で
す
(
保
険
診
療
外
の
部
分
は
対
象

外
で
す
)
。
貸
し
付
け
は
受
け
付
け

か
ら
約
3
週
間
後
に
な
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
給

付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

足
立
区
例
規
集
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

「
足
立
区
例
規
集
」
と
は
、
区
の

条
例
、
規
則
な
ど
を
集
め
た
も
の
で

す
。
区
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
が
あ
り
、
い
つ
利
用
で
き
て
、

ど
う
手
続
き
を
し
た
ら
よ
い
か
、
と

い
っ
た
事
柄
を
法
律
の
形
式
に
沿
っ

て
記
し
て
い
る
、
い
わ
ば
区
の
六
法

全
書
で
す
。

こ
の
例
規
集
を
、
東
京
2
3区
の
中

で
も
先
駆
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
ま
し
た
。
区
の
条
例
や
規
則
な

ど
を
、
種
類
順
(
体
系
目
次
)
ま
た

は
五
十
音
順
目
次
に
よ
っ
て
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
近
、
ど
ん
な

条
例
が
で
き
た
の
か
、
ほ
か
の
区
市

町
村
と
足
立
区
は
ど
う
違
う
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
広
報
紙
、
リ
ブ
イ
ン

(わ
た
し
の
便
利
帳
)
や
フ
ァ
ク
ス

情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
と
も
に
活
用

す
る
と
、
行
政
が
身
近
で
、
か
つ
区

民
生
活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
ま
す
。

例
規
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
年
4

回
の
区
議
会
に
連
動
さ
せ
、
最
新
の

情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
区
を

も
っ
と
知
り
、
し
っ
か
り
利
用
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
住
み
よ
い
ま
ち

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
覧
に
な
る

に
は
、
足
立
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(
ア

ド
レ
ス
は
1
面
の
右
上
)
か
ら
。

「
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
ま
だ
無
理
」
と
い
弓
方
に
は
、
図

書
館
や
区
政
情
報
室
な
ど
に
、
例
規

集
の
本
や
C
D

を
用
意
し
て
い
ま

す
。

問
先
=
法
規
係

川
と
水
辺
を
き
れ
い
に

荒
川
・
綾
瀬
川
活
動
報
告

□
「
ク
リ
ー
ン
あ
ら
川
」

1
0月
2
1
H、
荒
川
河
川
敷
で
、
野

球
チ
ー
ム
や
地
元
の
小
学
生
、
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
約
9
0
0
人
の
方
が
、
水
辺

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
た
ば

こ
の
吸
い
が
ら
や
飲
料
水
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
、
集
め
た
ご
み
の
量
は
4
5

の
袋
で
3
8
7袋に
も
な
り
ま
し

た
。当

日
は
、
荒
川
の
水
質
検
査
も
行

わ
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
興
味
深
く

測
定
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
荒

川
が
今
後
も
い
こ
い
の
場
所
で
あ
り

続
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
河
川
緑

地
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
8

□
よ
み
が
え
れ
綾
瀬
川
「
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
0
1

」

1
0月
2
8日
、
東
綾
瀬
公
園
で
、
綾

瀬
川
を
魚
の
す
む
き
れ
い
な
川
に
よ

み
が
え
ら
せ
よ
う
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。
綾
瀬
川
の
歴
史
や

現
在
の
様
子
を
紹
介
し
た
写
真
や
パ

ネ
ル
、
水
質
・
魚
類
調
査
の
結
果
や

採
れ
た
魚
の
展
示
な
ど
、
区
民
の
活

動
や
行
政
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
水
質
調
査
体
験
、
リ

サ
イ
ク
ル
エ
作
、
環
境
ク
イ
ズ
、
ゲ

ー
ム
な
ど
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

全
国
に
1
6
8
あ
る
一
級
河
川
の
1
2年

度
水
質
調
査
結
果
で
は
、
綾
瀬
川
が

ワ
ー
ス
ト
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

綾
瀬
川
の
汚
濁
の
主
な
原
因
は
家
庭

排
水
で
す
。
下
水
道
の
普
及
し
た
足

立
区
で
も
、
で
き
る
だ
け
下
水
に
汚

れ
を
流
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

こ
と
で
、
川
を
浄
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
綾
瀬
川
の
水
質
浄
化

に
向
け
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
=
環
境
課

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

▲ リサイクルエ作( 綾瀬川
クリーンキャンペーン)

1
3年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
6人
が
受
章

1
3年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
区
関
係
で
1
6人
の
方

が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
区
で
は
1
2月
1
3日
に

受
章
者
を
招
き
、
永
年
に
わ
た
る
社

会
へ
の
功
労
に
対
し
感
謝
し
、
祝
福

し
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
者
は
、
次

の
方
々
で
す
(
敬
称
略
)

。

□
叙
勲
受
章
者

▽
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
・
:長

和
雄

(
7
2
)、野
中
壽
(
7
1
)
▽
勲
四
等
瑞

宝
章
…
藤
沼
保
司
(
7
3
)
▽
勲
五
等

双
光
旭
日
章
・
:新
井

和
(
7
0
)、
大

島
文
夫
(
7
0
)、
渡
部
良
夫
(
7
8
)
▽

勲
五
等
瑞
宝
章
・
:浅
倉
鉄
郎
(
7
0
)、

杉
田
富
美
夫
(
7
7
)、
田
中
武
夫
(
7
0
)

、
友
田
晴
夫
(
7
6
)
▽
勲
六
等

瑞
宝
章
:
夫
藤
忠
之
(
7
6
)、
鴻
丸
ヵ

男
(
7
6
)、
鈴
木
博
(
7
5
)

□
褒
章
受
章
者

▽
黄
綬
褒
章
・
:河
原
勇
(
6
8
)、
関
口

宇
一
(
6
4
)
▽
藍
綬
褒
章
・
:小
宮
栄

壽
(
7
6
)

《
総
務
係
》

1月の国民年金の相談
国民年金の手続きや、保険料の納付につい

てご相談に応じます。

※ いずれも時間は、午前10時～午後3 時30分

映像広報 制作だより

地域の身近な話題やニュースを15 分間に
まとめてお届けしているケーブルテレビ番
組「情報キャッチ 好きです。あだち」
は、毎月隔週で放送しています。
ニュースは、旬の行事や話題を取り上

げ、また、特集コーナーでは、地域で活躍する区民の
皆さんや人気の場所を訪ねて、広く紹介しています。
なお、番組では、スタッフと一緒に取材し、レポー

ターとして、区内のあちらこちらを歩いてくれる元気
な方を募集します( 区内在住・在勤) 。くわしくは、
ケーブルテレビ足立( 　5680 ―8080) へお問い合わ
せください。 《広報係》

「情報キャッチ　好きです。あだち」
放 送 予 定

足 立コミ ュニ ティチャン ネル( ケーブルテレビ足立9CH)

期
待
さ
れ
て
い
ま
す

N
P
O
法
人(2)

非
営
利
の
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
N
P
O

法
人
と
は
、
ど
ん
な
活
動
を

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
N
P
O

法
人

の
健
全
な
発
展
を
促
す
た
め
に
制
定

さ
れ
た
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(
N
P
O
法
)
」第
2
条
で
は
、次
の
1
2

分
野
と
し
て
い
ま
す
。

1
.
保
健
、
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増

進
を
図
る
活
動

2
.
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る
活
動

3
.
ま
ち
づ
ぐ
り
の
推
進
を
図
る
活
動

4
.
文
化
、
芸
術
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
る
活
動

5
.
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動

6
.
災
害
救
援
活
動

7
.
地
域
安
全
活
動

8
.
人
権
の
擁
護
ま
た
は
平
和
の
推

進
を
図
る
活
動

9
.
国
際
協
力
の
活
動

1
0.
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の

促
進
を
図
る
活
動

1
1
.
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
活
動

1
2
.
前
各
号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う

団
体
の
運
営
ま
た
は
活
動
に
関
す
る

連
絡
、
助
言
ま
た
は
援
助
の
活
動

た
だ
し

、
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
広

く
一
般
的
な
利
益
の
増
進
に
な
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。《

広
報
課
》

※
N
P
O

法
人
を
説
明
し
た
チ
ラ
シ

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
ご
参
照
く

だ
さ
い

問
先
=
地
域
支
援
課

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

ひ
ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業

で
す
。
掲
載
の
内
容
は
当
事
者
間
で

=
催
し
物
=

★
ア
ニ
メ
と
寿
獅
子
舞
・
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
1
4
年
1
月
2
0日
㈲
、
午
前
1
0

時
～
1
1時
・
午
後
1
時
～
2
時
/

竹
の
塚
区
民
ホ
ー
ル
/
ア
ニ
メ
「
だ

る
ま
ち
ゃ
ん
と
だ
い
こ
く
ち
ゃ
ん
」

ほ
か
/
1
0
0円/
ペ
ガ
サ
ス
・
真
田

(
3
8
8
3
)
8
6
1
4

★
親
子
S
L
乗
車
と
イ
チ
ゴ
狩
り
・

益
子
焼
き
参
加
者
募
集
1
4
年
1
月
2
7

日
㈱
/
益
子
市
/
島
根
四
丁
目
集

合
/
会
費
5
千
5
0
0円(
3

歳
～
小
学

生
)
・
6
千
円
(
中
学
生
～
大
人
)
/

先
着
1
0
0人/
あ
だ
ち
星
の
会
・
佐

々
木

　
(
3
8
8
3
)
4
4
2
6

=
会
員
募
集
=

★
合
気
道
健
康
千
島
会

毎
週
日

曜
、
午
後
6
時
～
9
時
/
扇
中
学
校

体
育
館
/
月
額
千
円
・
入
会
金
千
円
/

斎
賀

(
3
8
9
8
)
1
6
9
7

★
有
希
会
(
茶
道
表
千
家
)

毎
月
2

回
金
曜
日
、
午
後
6
時
/
エ
ル
・
ソ

フ
イ
ア
ほ
か
/
ど
な
た
で
も
楽
し
く

参
加
で
き
ま
す
/
月
額
3
千
円
・
材

料
費
5
0
0円/
初
心
者
可
/
森
田

(
3
8
4
8
)
4
5
5
6

★
さ
ざ
な
み
会
(
日
本
舞
踊
)

毎

週
火
曜
日
、
午
後
5
時
/
千
住
関
谷

町
ア
パ
ー
ト
集
会
室
/
月
額
千
円
/

初
心
者
可
/
神
原

(
3
8
8
2
)
3
0
2
8

★
俳
句
初
歩
の
会

毎
月
第
4
日
曜

日
、
午
後
1
時
～
4
時
/
千
住
ス
ポ

ー
ツ
公
園
会
議
室
/
高
齢
者
を
対
象

に
基
礎
を
学
ぶ
/
月
額
千
2
0
0円/
小

林

　
(
3
8
7
0
)
3
4
1
0

★
実
用
英
語
勉
強
会
サ
ー
ク
ル

毎

週
日
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
竹

の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月

額
4
千
円
/
加
山

(
3
8
5
8
)
1
6
6
1

当
欄
は
毎
月
2
5
日
号
の
掲
載
で

す
。
費
用
=
1

行
千
円

申
込
=

所
定
の
申
込
書
(
広
報
係
に
あ
り

。

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
取
り
出
せ
ま

す
)
を
提
出

期
限
=
掲
載
月
の
前

月
1
5日
(
抽
選
)

申
・
問
先
=
広
報

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5
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年
末
年
始

の

清
掃

作
業

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
・
資
源

の
回
収
は
、
収
集
時
間
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。必
ず
収
集
日
の
午

前
8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
は
、
か
な
り
ご
み
量
が

増
え
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

表1　 年末年始のごみ等の収集日一覧表

問先= 足立東清掃事務所( 千住地区および国道4 号線東側) 　3889 ―0711
足立西清掃事務所( 千住地区を除く国道4 号線西側) 　3853 ―2141

新聞・ダンボール
などの古紙(資源)

種類別に分け二 圦もサ刄し1ま

ぶm 昌 ‰ 猖,

ぜないでくださ6
へl ………

刈り込みした草や枝
(可燃ごみ)

7 畤吟多量排陶すると有料にな
りi l 。一持ち禰びでぎi j F うi X朿
ね
そ: j i

しずつ出l yt くだ函、、

びん・缶・ペットボトル
( 資源)

中をすす薺、キャタプは不燃こ7み14

出してく、i Eさい。 また、ぺ4, 卜fボ

トルの乕頭回収にご協力くなきい

スプレ一缶
(不燃ごみ)

完韋14使い切らてから不燃

ごみに1 し'てでださい

くわしくはお問い合
わせください。
問先= 清掃課計画係

3880- 5813

首
都
移
転
に
反
対
す
る
決
議

特
別
区
長
会
と
特
別
区
議
会
議
長

会
は
、
H
月
1
9日
に
、
首
都
移
転
問

題
に
関
し
て
、
反
対
の
決
議
を
し
ま

し
た
。

そ
の
主
旨
は
、
特
別
区
は
首
都
の

中
核
と
し
て
発
展
し
、
ま
た
、
社
会

的
・
財
政
的
負
担
を
担
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
首
都
を
担
う
基

礎
的
自
治
体
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

寫
冐
す
る
と
と
も
に
、
首
都
移
転
計

画
に
強
く
反
対
す
る
も
の
で
す
。

問
先
=
企
画
課
企
画
調
整

(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

あ
だ
ち
広
報
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」

区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
員
募
集

「
3
月
号
」
読
者
の
ペ
ー
ジ
・
絵
て
が
み
募
集

□
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
員
募
集

活
動
期
間
=
1
4
年
3
月
～
1
5年
2
月
ま
で
の
1
年
間

(時
間
帯
は
主
に
昼
間
)

活
動
内
容
=
あ
だ
ち
広
報

「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
(
1
4
年
度
は
6
回
予
定
)
の
編
集

企
画
お
よ
び
取
材
同
行

活
動
場
所
=
区
役
所
(
編
集

会
議
な
ど
)
お
よ
び
区
内
各
所

対
象
=
区
政
に
関
心

が
あ
り
編
集
お
よ
び
取
材
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
め

る
区
内
在
住
の
1
8歳
以
上
の
方

募
集
人
員
=
5
人
程

度

報
酬
=
年
間
3
万
円
(
交
通
費
含
む
)

※
筆
記

具
な
ど
の
必
要
品
は
支
給
し
ま
す

応
募
方
法
=
市
販

の
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
私
の
考
え
る
広
報
活
動
」
に
つ
い
て
4
0
0字程
度
に
ま

と
め
て
、
広
報
係
へ
送
付

※
履
歴
書
な
ど
は
返
却
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

期
限
=
1
4年
1
月
1
7

日
必
着

□
投
稿
募
集

①
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
へ
の
投
稿

3
月
の
テ
ー
マ
は
「
心
に
残
っ
て
い
る
ワ
ン
シ
ー
ン
」

で
す
。
春
は
出
会
い
や
別
れ
が
多
い
季
節
。
そ
ん
な
中
、

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
あ
の
一
場
面
・
…

素
敵
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
由
意

見
で
も
結
構
で
す
。
3
0
0字以
内
で
。

②
季
節
の
絵
て
が
み

3
・
4
月
ご
ろ
に
合
わ
せ
た
作
品
を
。
な
お
、
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
応
募
方
法
=

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送

(①
は
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
可
)

期
限
=
①
量
と
も
1

月
1
6日
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

応
募
・
問
先
=

広
報
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

照
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0
E

メ
ー
ル
k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

※
ま
ち
の
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

学び の 情 報を キ ャッ チ! 午 前9 時 ～ 午後8 時

生涯学習情報ダイヤル 　5813- 3736
ht t p: / /manabi . adachi . ne. j p/ i nf o/

あ な た の 探 す講 座 や イ ベン ト を 、区内 情 報 を 中 心に 、い つ 、
どこ で 開 催さ れ る か をご 案 内 し ま す

落
ち
葉
リ
サ
イ
ク
ル

美
し
い
紅
葉
が
終
わ
り
木
枯
ら
し

が
吹
き
始
め
る
と
、
落
ち
葉
に
悩
ま

さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
落
ち
葉
を
ご
み
訛
沁
な
い

で
腐
葉
土
に
か
え
た
り
、
剪
定
し
た

枝
を
刻
ん
で
チ
ッ
プ
に
か
え
公
園
な

ど
敷
き
つ
め
る
な
ど
、
緑
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

‥
1
1
一
月
8

日
、
都
市
農
業
公
園
で
腐

葉
土
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い

で
す
が
、
私
に
も
作
れ
そ
う
」
と
い

ヱゝ
尸
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
所
の
方
で
つ
く
る
押
部

西
公
園
清
美
会
は
自
主
管
理
団
体
と

し
て
水
と
緑
の
公
社
に
登
録
し
て
い

ま
す
。
押
部
西
公
園
で
掃
き
集
め
た

落
ち
葉
を
、
公
園
の
一
角
で
腐
葉
土

に
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
出
さ
な
い
、
ご
み
を
資
源

に
す
る
工
夫
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲ 毎日自宅付近とと押部西
公園を清掃している宮川
格さん( 鹿浜六丁目在住)

▼ あだち再生館と水と緑の公
社共催、腐葉土づくり講座
の様子( 11 月8 日)

大
関
昇
進

栃
東
関

が
い
旋
パ
レ
ー
ド

1
2月
1
0日
、
大
関
に
昇
進

し
た
足
立
区
出
身
の
栃
東
関

が
玉
ノ
井
部
屋
の
あ
る
梅
田

付
近
を
パ
レ
ー
ド
。
多
く
の

フ
ァ
ン
の
祝
福
を
受
け
ま
し

た
。

▲ 「さらに上をめざしたい」と大関

▲ 沿道に集ま っ た
ファンは 6, 000 人にも

▲ 地元の小学生から花束を受ける

私
の
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
が

ノ
ー
ト
に
な
っ
た
!

エ
コ

あ
だ
ち
ノ

ー

ト

‥1
1
1
1

一
月
2
7
日

、
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
環
境
づ
く
り
区
民
大
会

で
は

、
町
会
な
ど
が
花
壇
を
競
い
合

う

「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

表
彰
な
ど
と
合
わ
せ
て

、「
美
化
推
進

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
こ

の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀

賞
に
な
っ
た
絵
が
、「
エ
コ
あ
だ
ち
ノ

ー
ト
」
の
表
紙
・
裏
表
紙
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ノ
ー

ト
が

、
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
者
全
員

に
記
念
品
と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た

。

エ
コ
あ
だ
ち
ノ
ー
ト
は
、
区
役
所

の
古
紙
を
使
用
す
る
な
ど
、
環
境
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲ 表紙(左)が井尻ゆかりさん(第一
中)、裏表紙(右)が琴畑景子さん(
舎人第一小)の作品です

古紙配合率75%再生紙を使用しています N. Ya　283, 500


